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W
・A
-
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
『
魔
笛
』
と
パ
ス
ト
ラ
ル

『
魔
笛
』
の
問
テ
キ
ス
ト
性

は
じ
め
に

パ
ス
ト
ラ
ル
と
は
紀
元
前
4
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
詩
人
テ
オ
ク
リ
ト
ス
の
『
牧

歌』

EML-一
旬
、
紀
元
前
1
世
紀
の
ロ

1
マ
詩
人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
『
牧
歌
』

∞Eg--gを
暗
矢
と
す
る
文
芸
の
総
称
で
あ
り
、
架
空
の
理
想
郷
に
戯
れ
る
羊

飼
い
達
の
閑
雅
な
生
活
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
『
牧
歌
』
に
は
糸
杉
、
ポ
プ
ラ
な
ど
地
中
海
地
方
の
植

物
、
牛
や
羊
な
ど
家
畜
と
そ
の
飼
育
に
従
事
す
る
羊
飼
い
達
、

そ
し
て
彼
ら
が

仕
事
の
余
暇
に
興
ず
る
詩
歌
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
奏
で
る
竪
琴
、
葦
笛
な
ど
の

楽
器
の
名
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
パ
ス
ト
ラ
ル
の
修
辞
的
な
ト
ポ

ス
と
し
て
後
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
歌
い
継
が
れ
、
地
中
海
特
有
の
自
然
風
景
を

合
成
し
た
理
想
的
な
景
観

Z
2∞
ω
5
0
2
5
の
詩
的
描
写
は
ア
ル
プ
ス
以
北

の
異
な
る
自
然
環
境
の
地
に
も
奇
妙
な
伝
播
を
果
た
し
た
。

優
に
二
千
年
を
越
え
る
こ
の
文
芸
の
伝
統
は
、
巧
妙
に
現
実
生
活
の
乳
韓
、

赤

坂

干首

桂
梧
の
要
因
が
排
さ
れ
、
憂
愁
と
諦
念
に
充
ち
た
一
種
の
現
実
逃
避
の
作
法

円

-
0
8
2
5、
あ
る
い
は
非
現
実
的
な
設
定
の
装
置
と
し
て
も
機
能
し
た
。
羊
飼

い
達
の
素
朴
な
恋
の
物
語
は
時
に
抽
象
概
念
の
擬
人
化
と
し
て
人
工
的
に
操
作

さ
れ
、
「
複
雑
な
も
の
を
単
純
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
複
雑
多
様
な
思
想
の
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ア
レ
ゴ
リ
ー
に
ト
ポ
ス
を
提
供
し
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
に
時
代
の
理
念

を
刻
印
し
て
い
る
。

日
世
紀
末
に
イ
タ
リ
ア
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
音
楽
劇
号
m
E
E
m
宮司

E
5
-
g
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
が
創
造
さ
れ
た
と
き
に
も
こ
の
パ
ス
ト
ラ

口
世
紀
に
制

作
さ
れ
た
バ
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
の
多
く
は
こ
の
パ
ス
ト
ラ
ル
文
芸
の
伝
統
に
則
つ

ル
文
芸
は
演
劇
的
な
枠
組
み
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

た
も
の
で
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
ネ
オ
プ
ラ
ト

ニ
ズ
ム
の
「
宇
宙
の
調
和
」
の
思
想
の
言
説
が
羊
飼
い
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
で
舞
台

上
に
提
示
さ
れ
た
と
い
う
。

奇
妙
な
こ
と
に
回
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
で
作
曲
さ
れ
た

W
・
A
・モ

l
ツ
ア
ル
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ト
の
『
魔
笛
』
に
も
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の
伝
統
的
作
法
と
思
し
き
痕
跡
が
あ

る
。
二
世
紀
を
隔
て
た
民
衆
劇
場
が
伝
承
す
る
こ
の
古
風
な
作
法
は
我
々
に
何

を
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
?

こ
の
伝
統
の
遺
構
の
解
明
は
「
オ
ペ
ラ

の
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
数
々
の
謎
解
き
が
試
み
ら
れ
た
こ
の
作
品
の
解

釈
に
新
た
な
視
野
を
切
り
開
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
?

本
稿
で
は

こ
の
問
題
を
考
察
し
、
リ
プ
レ
ッ
ト
(
台
本
)

の
ミ
ュ

l
ト
ス
と
音
楽
の
書
法

Z
U
2
5
0と
い
う
こ
つ
の
側
面
か
ら
『
魔
笛
」
に
見
ら
れ
る
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ

の
伝
統
的
作
法
の
遺
構
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

さ
ら
に
『
魔
笛
』
と
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の
伝
統
と
の
関
係
性
か
ら
生
じ
る

新
た
な
意
味
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
い
、

日
世
紀
末

ウ
ィ
ー
ン
の
観
客
に
「
宇
宙
の
調
和
」
の
思
想
の
言
説
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ

れ
て
い
た
の
か
を
探
り
た
い
と
思
う
。

l 

『
魔
笛
」
概
説

W
・
A
-
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
『
魔
笛
』
は
、
彼
の
最
晩
年
に
作
曲
さ
れ
た
オ

ベ
ラ
で
あ
る
。
制
作
は
一
七
九
一
年
5
月
ウ
ィ
ー
ン
の
民
衆
劇
場
の
座
長
E
・

シ
カ
ネ

1
ダ
l
の
依
頼
で
始
め
ら
れ
た
。
リ
プ
レ
ッ
ト
は
シ
カ
ネ

1
ダ

1
に

よ
っ
て
書
か
れ
、
彼
自
身
パ
パ
ゲ
l
ノ
役
を
演
じ
て
い
る
。
作
曲
は
同
年
9
月

お
日
に
完
成
、
二
日
後
の
9
月
初
日
に
ア
ウ
フ
・
デ
ア
・
ヴ
ィ
l
デ
ン
劇
場
で

初
演
さ
れ
た
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
同
年
ロ
月
5
日
に
お
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
が
、

『
魔
笛
』
は
発
表
直
後
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
で
評
判
を
呼
ぴ
、
数
年
の
内
に
ド
イ
ツ
へ

も
普
及
し
た
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
の
中
で
も
比
較
的
早
く
か
ら
評
価
の

定
着
し
た
作
品
で
あ
り
、
発
表
以
来
約
二
百
年
の
聞
に
数
多
く
の
言
及
、
解
釈

が
残
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
ッ
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

夜
の
世
界
を
支
配
す
る
「
夜
の
女
王
」
は
、
娘
パ
ミ
l
ナ
を
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の

一
味
に
さ
ら
わ
れ
て
い
る
。
女
王
は
タ
ミ
l
ノ
王
子
に
パ
ミ
l
ナ
の
絵
姿
を
見

せ
て
救
出
を
依
頼
す
る
。
タ
ミ
l
ノ
王
子
と
鳥
刺
し
パ
パ
ゲ
l
ノ
は
、

そ
れ
ぞ

れ
魔
法
の
笛
と
魔
法
の
鈴
を
託
さ
れ
て
救
出
に
出
発
す
る
。
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
司

る
太
陽
の
寺
院
に
到
着
し
た
二
人
は
、
実
は
ザ
ラ
ス
ト
ロ
が
邪
悪
な
魔
法
使
い

で
は
な
く
叡
知
の
寺
院
を
司
る
司
祭
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
タ
ミ

l
ノ
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と
パ
パ
ゲ
l
ノ
は
自
ら
も
入
信
者
と
な
っ
て
理
想
の
女
性
を
得
る
た
め
に
、
沈

黙
、
火
、
水
の
三
つ
の
試
練
に
挑
戦
す
る
。
試
練
を
克
服
し
た
タ
ミ
l
ノ
は
パ

ミ
l
ナ
と
、
試
練
か
ら
脱
落
し
た
パ
パ
ゲ
l
ノ
も
パ
パ
ゲ
l
ナ
と
結
ぼ
れ
る
。

一
方
ザ
ラ
ス
ト
ロ
か
ら
夜
の
女
王
の
元
へ
寝
返
っ
た
ム
l
ア
人
モ
ノ
ス
タ
ト
ス

は
、
夜
の
女
王
と
共
に
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
一
味
を
襲
う
が
太
陽
の
光
に
照
ら
さ
れ

て
永
遠
に
排
斥
さ
れ
る

(
以
上
プ
ロ
ッ
ト
)
。

こ
の
プ
ロ
ッ
ト
に
は
東
洋
の
お
伽
話
を
集
め
た
「
ド
シ
ニ
ス
タ
ン
』

一
七
八

七
年
(
ヴ
ィ

l
ラ
ン
ト
編
集
、
採
話
)

の
『
ル
ル
、
あ
る
い
は
魔
笛
』
と
一
七

三
一
年
テ
ラ
ツ
ソ
ン
神
父
作
の
『
ゼ

l
ト
ス
王
子
の
物
韮
巴
が
下
地
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
『
魔
笛
」
前
半
の
設
定
に
は
さ
ら
わ
れ
た
妖
精
を
邪
悪
な
魔
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法
使
い
か
ら
取
り
戻
す
と
い
う
妖
精
物
語
「
ル
ル
』
が
、
後
半
の
試
練
の
部
分

に
は
エ
ジ
プ
ト
の
王
子
ゼ
l
ト
ス
が
イ
シ
ス
の
秘
儀
に
近
づ
く
た
め
に
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
地
下
で
数
々
の
通
過
儀
礼
を
体
験
す
る
と
い
う
『
ゼ
l
ト
ス
王
子
の

に
対
応
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

物
語
』荒
唐
無
稽
な
お
伽
話
に
も
似
た
こ
の
作
品
に
は
発
表
以
来
お
よ
そ
二
世
紀
に

わ
た
っ
て
膨
大
な
解
釈
試
論
と
言
及
が
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
第
一
幕
と
第
二

幕
の
台
本
の
不
整
合
を
巡
っ
て
は
、
代
筆
者
説
、
ま
た
心
理
学
、
文
化
人
類
学

的
見
地
か
ら
男
子
の
成
長
過
程
に
起
こ
る
心
理
的
な
変
化
、
あ
る
い
は
そ
の
通

過
儀
礼
を
模
し
た
も
の
な
ど
数
々
の
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
神
話

誌
的
な
構
造
解
釈
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
(
今
日
の
ジ
ェ
ン
ダ
l
理
論
)
か
ら
の
読

み
直
凶
も
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
理
念
を
舞
台
上
に
表
明

し
た
と
唱
え
る
E
・
デ
ン
ト
、

J
・
シ
ャ
イ
エ
ら
の
研
究
も
未
だ
説
得
力
の
あ

る
説
と
し
て
支
持
を
失
つ
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

2 

『
魔
笛
」
と
パ
ス
卜
ラ
ル

ー
リ
プ
レ
ッ
ト
!

2 

1 

バ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の
ミ
ュ

l
ト
ス

『
魔
笛
』
に
名
残
を
と
ど
め
る
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の
伝
統
的
作
法
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
ま
ず
パ
ス
ト
ラ
ル
の
中
で
も
代
表
的
な
オ
ル
フ
ェ

ウ
ス
神
話
を
扱
っ
た
初
期
の
作
品
、

J
・ペ

l
リ
(
一
五
六
一
ー
一
六
三
三
)

の
『
エ
ウ
リ
デ
ィ

1
チ
ェ
』
(
台
本
0
・
リ
ヌ
ッ
チ

1
ニ
、
初
演
一
六

O
O年
)

と
C
・
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
イ

(
一
五
六
七
|
一
六
四
三
)

の
『
オ
ル
フ
ェ
オ
』

(
台
本
A
・
ス
ト
リ
ッ
ジ
ョ
、
初
演
一
六

O
七
年
)
か
ら
台
本
の
ミ
ュ

l
ト
ス
を

構
成
す
る
モ
テ
ィ

l
フ
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。

オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
神
話
の
う
ち
舞
台
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
伝
説
的
な
音

楽
の
名
手
で
あ
り
羊
飼
い
で
も
あ
る
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
が
毒
蛇
に
最
愛
の
妻
エ
ウ

リ
デ
ィ
l
チ
ェ
を
奪
わ
れ
、
冥
界
へ
と
下
降
し
、

そ
こ
で
冥
界
の
王
と
の
対
話

を
交
わ
し
た
後
、
決
し
て
後
ろ
を
振
り
返
ら
な
い
と
い
う
条
件
で
エ
ウ
リ

デ
ィ
l
チ
ェ
を
連
れ
帰
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
が
、
地
上
の
光
を
間
近
に
見
た
オ

ル
フ
ェ
ウ
ス
が
喜
び
の
あ
ま
り
妻
を
振
り
返
っ
て
永
遠
に
エ
ウ
リ
デ
ィ

1
チ
エ

を
失
う
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

こ
の
物
語
の
ミ
ュ

l
ト
ス
は
、
主
人
公
の
最
愛
か
つ
理
想
の
恋
人
が
冥
界
に
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さ
ら
わ
れ
る
「
ヒ
ロ
イ
ン
の
喪
失
」
、
主
人
公
が
直
ち
に
そ
の
奪
回
を
決
意
し
冥

界
を
探
訪
す
る
「
冥
界
へ
の
探
訪
(
下
降
付
与
与
8
2
)
」
、
冥
界
を
訪
れ
た
主
人

公
が
冥
界
の
王
と
対
話
を
交
わ
し
い
く
つ
か
の
試
練
を
与
え
ら
れ
る
「
冥
界
の

王
と
の
対
話
」
、
「
試
練
(
言
葉
の
禁
止
)
」
、
主
人
公
が
こ
れ
ら
の
試
練
に
立
ち

向
か
い
克
服
し
地
上
界
に
生
還
す
る
「
冥
界
か
ら
の
生
還
」
「
叡
知
の
獲
得
」
「
天

上
的
愛
」
な
ど
の
モ
テ
ィ

l
フ
に
分
解
で
き
る
。
多
く
の
場
合
主
人
公
は
こ
の

官
険
の
力
を
音
楽
の
持
つ
魂
の
感
化
の
力
か
ら
得
る
が
、
こ
の
「
音
楽
の
力
」

に
つ
い
て
の
言
説
も
重
要
な
モ
テ
ィ
l
フ
の
一
つ
で
あ
る
。

オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
を
主
人
公
と
し
な
い
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
も
多
く
制
作
さ
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て
も
冥
界
か
ら
の
生
還
は
、
叡
知
の
獲
得
あ
る
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い
は
天
界
の
秩
序
の
復
活
の
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

2
1
2
「
魔
首
』
に
於
け
る
パ
ス
ト
ラ
ル
の
モ
テ
ィ

l
フ

そ
れ
で
は
「
魔
笛
』

の
中
に
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の
伝
統
的
な
作
法
と
し
て

抽
出
し
た
こ
れ
ら
の
モ
テ
ィ

l
フ
は
ど
の
よ
う
な
具
象
の
姿
で
埋
め
込
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
ヒ
ロ
イ
ン
の
喪
失
」

ま
ず
第
1
幕
第
3
場
で
三
人
の
侍
女
た
ち
に
よ
っ
て
パ
ミ
l
ナ
の
救
出
が
依

頼
さ
れ
る
。
王
女
は

5
月
の
あ
る
日
糸
杉
の
原
を
散
歩
中
に
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
一

味
に
よ
っ
て
さ
ら
わ
れ
幽
閉
さ
れ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
る
(
第
1
幕
第
5
場
以

下

I

5
と
略
記
す
る
)
。
そ
こ
に
夜
の
女
王
が
登
場
し
娘
を
引
き
離
さ
れ
た
悲

し
み
を
五
回
る
。

ヒ
ロ
イ
ン
の
不
在
で
幕
が
開
く
と
い
う
意
味
で
こ
れ
は
パ
ス
ト

ラ
ル
オ
ペ
ラ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
死
と
冥
界
で
の
幽
囚
と
い
う
モ
テ
ィ

l
フ
に
対
応

す
る
。「
冥
界
へ
の
探
訪
、
冥
界
の
王
と
の
対
話
」

救
出
を
依
頼
さ
れ
た
王
子
は
王
女
の
絵
姿
に
魅
せ
ら
れ
て
直
ち
に
救
出
を
決

意
す
る
。
夜
の
女
王
か
ら
魔
法
の
笛
を
護
身
と
し
て
授
け
ら
れ
、
三
人
の
童
子

の
案
内
に
従
っ
て
タ
ミ
l
ノ
は
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
寺
院
に
た
ど
り
着
く

(
I
1
4

1
8
)
。
寺
院
の
弁
者
と
の
問
答
か
ら
タ
ミ
l
ノ
は
ザ
ラ
ス
ト
ロ
が
邪
悪
な
魔
法

使
い
で
は
な
く
、
実
は
思
慮
深
い
高
徳
の
僧
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る

I 

i

日
)
。
ザ
ラ
ス
ト
ロ
と
対
面
し
た
タ
ミ
l
ノ
は
徳
を
獲
得
し
た
寺
院
の
一
員
と

し
て
入
信
す
る
た
め
に
試
練
を
志
願
す
る

(
I
l
日
i
H
I
-
-
救
出
へ
の
旅
立

ち
か
ら
試
練
開
始
ま
で
の
一
連
の
展
開
は
主
人
公
の
冥
界
へ
の
探
訪
(
下
降

wmgσ
日
目
印
)
と
冥
界
の
王
と
の
対
話
に
匹
敵
す
る
。
こ
の
試
練
の
場
が
地
下
で

あ
る
こ
と
は
第
2
幕
第
7
、
ロ
場
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
「
ゼ
l
ト

ス
王
子
の
物
語
」

の
試
練
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
地
下
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
下
地
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
冥
界
を
も
連
想
さ
せ
る
。

「
試
練
」

タ
ミ
1
ノ
王
子
に
課
せ
ら
れ
る
試
練
は
女
性
に
対
す
る
沈
黙
の
試
練
、
そ
し

て
火
と
水
の
試
練
で
あ
る
。

(
H
1
3
1
)
女
性
に
対
し
て
沈
黙
を
守
る
と
い
う

課
題
は
、

オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
が
エ
ウ
リ
デ
ィ

l
チ
ェ
を
地
上
に
連
れ
戻
す
ま
で
決

し
て
彼
女
を
振
り
返
る
こ
と
も
口
を
き
く
こ
と
も
許
さ
な
い
と
い
う
冥
界
の
王
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豆!
日 d

楽 1
のよ

力5a
条
件
を
木目

起
さ
せ
る

主
人
公
タ
ミ

l
ノ
が
試
練
を
克
服
す
る
そ
の
力
の
源
泉
と
な
る
の
は
夜
の
女

王
か
ら
授
け
ら
れ
た
魔
法
の
笛
で
あ
る
。
タ
ミ
l
ノ
は
夜
の
女
王
の
話
を
信
じ

て
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
寺
院
を
訪
ね
る
が
、

そ
こ
で
彼
は
逆
の
事
実
を
知
ら
さ
れ
て

動
揺
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
パ
ミ
l
ナ
の
無
事
を
教
え
ら
れ
た
彼
は
喜
び
魔
法

の
笛
を
取
り
出
す
。
こ
の
と
き
彼
の
奏
で
る
音
楽
の
調
べ
に
誘
わ
れ
て
猛
獣
達

が
背
後
か
ら
登
場
し
タ
ミ

l
ノ
王
子
の
周
囲
に
く
つ
ろ
ぐ
。
こ
の
情
景
は
オ
ル

フ
ェ
ウ
ス
が
そ
の
音
楽
の
天
才
で
ど
ん
な
野
獣
の
心
を
も
手
な
ず
け
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
逸
話
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

(
I
l
日)。
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だ
が
魔
法
の
笛
の
力
は
こ
の
場
面
に
登
場
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
先
に

寺
院
に
着
い
た
と
思
し
き
パ
パ
ゲ

l
ノ
と
首
の
音
で
こ
だ
ま
を
連
想
さ
せ
る
上

行
の

5
度
音
程
の
音
階
を
交
わ
し
、
互
い
の
無
事
を
知
ら
せ
合
う

(
I
l
日)。

さ
ら
に
タ
ミ

l
ノ
が
パ
ミ

l
ナ
に
詰
め
寄
ら
れ
な
が
ら
も
沈
黙
を
守
る
場
面
で

は
、
彼
は
笛
を
吹
く
こ
と
で
こ
の
試
練
に
耐
え

(
H
l
口
)
、
火
と
水
の
試
練
の

間
も
彼
は
魔
法
の
笛
を
吹
く

(
H
I
m
-
『
魔
笛
』
の
題
が
語
る
と
お
り
音
楽
が

魂
の
感
化
を
助
け
る
重
要
な
力
で
あ
る
こ
と
は
全
編
を
貫
い
て
示
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

「
叡
知
の
獲
得
」

か
く
し
て
試
練
を
乗
り
越
え
た
タ
ミ
l
ノ
の
前
に
寺
院
へ
の
入
り
口
が
聞
か

れ
る
。
厳
か
な
沈
黙
の
後
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
太
鼓
の
伴
奏
に
よ
っ
て
「
試
練
に

二
人
が
勝
利
し
、
イ
シ
ス
の
神
殿
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
」
と
宣
言
さ
れ
る
。

叡
知
の
獲
得
が
成
さ
れ
た
の
で
あ
る

(
H
i
m
-

「
天
上
的
愛
」

試
練
の
克
服
と
叡
知
の
獲
得
は
パ
ミ

l
ナ
と
の
愛
の
成
就
に
結
実
す
る
。
手

を
携
え
て
火
と
水
の
試
練
を
克
服
し
た
二
人
は
人
民
の
祝
福
「
気
高
い
二
人

よ
!
・
:
イ
シ
ス
の
神
の
霊
力
は
汝
ら
の
も
の
な
の
だ
!
」
を
受
け
る

(
H
l
m
)
。

試
練
か
ら
脱
落
し
た
パ
パ
ゲ
l
ノ
も
神
の
定
め
た
パ
パ
ゲ
l
ナ
と
い
う
女
性
に

巡
り
会
い
、
二
人
が
将
来
授
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
子
供
た
ち
を
歌
っ
て
地
上
的

愛
の
成
就
を
示
す
。

以
上
に
見
る
と
お
り
『
魔
笛
」

の
本
質
的
な
構
造
を
支
え
る
モ
テ
ィ

1
フ
は

微
妙
に
姿
を
変
え
て
は
い
る
が
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の
ミ
ュ

1
ト
ス
に
対
応
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

2 

3 

ア
レ
ゴ
リ
ー
一
「
叡
知
」
「
理
性
」
「
自
然
」
の
擬
人
化

『
魔
笛
』
に
残
存
す
る
と
見
ら
れ
る
の
は
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の
モ
テ
ィ

l
フ

だ
け
で
は
な
い
。
抽
象
概
念
の
擬
人
化
の
名
残
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
人
物

も
登
場
す
る
。
ザ
ラ
ス
ト
ロ
、
タ
ミ
l
ノ、

パ
パ
ゲ
l
ノ
の
描
写
が
浮
き
彫
り

に
す
る
三
者
の
個
性
を
台
本
に
探
っ
て
み
よ
う
。

ザ
ラ
ス
ト
ロ
は
「
叡
知
」
を
司
る
太
陽
の
寺
院
の
高
僧
で
あ
る
。
彼
は
イ
シ

ス
と
オ
シ
リ
ス
に
祈
り
を
捧
げ
る
。
僧
侶
達
と
討
議
を
行
っ
て
入
信
儀
礼
を
願

い
出
た
タ
ミ
l
ノ
の
資
質
を
聞
い
、
試
練
を
与
え
る
こ
と
を
許
可
す
る
。
彼
は

55 

そ
の
高
潔
な
人
格
を
人
々
に
崇
敬
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
下
す
公
正
な
裁
き
は

人
々
か
ら
「
神
の
ご
と
き
賢
者
万
歳
」
と
賞
賛
さ
れ
る

(
I
!
日
の
合
唱
)
。

「
夜
の
女
王
」
に
ザ
ラ
ス
ト
ロ
へ
の
復
讐
を
強
要
さ
れ
、

ま
た
モ
ノ
ス
タ
ト
ス

の
邪
心
に
翻
弄
さ
れ
る
パ
ミ

1
ナ
を
「
こ
の
聖
な
る
寺
院
で
は
愛
が
支
配
す

る
」
と
諭
す

(
H
l
ロ)。

第
2
幕
第
1
場
で
彼
が
パ
ミ
l
ナ
を
夜
の
女
王
の
許
か
ら
奪
い
寺
院
に
幽
閉

し
た
理
由
が
明
か
さ
れ
る
。
彼
は
、
騎
慢
な
母
「
夜
の
女
王
」
の
も
と
で
パ

ミ
l
ナ
が
運
命
の
伴
侶
タ
ミ

l
ノ
に
相
応
し
い
女
性
に
成
長
で
き
な
い
こ
と
を

怖
れ
た
の
で
あ
る
。
「
夜
の
女
王
」
が
誓
う
復
讐
と
は
、
実
は
「
夜
の
女
王
」
の

夫
で
あ
る
王
が
亡
く
な
る
と
き
に
ザ
ラ
ス
ト
ロ
に
禅
譲
し
た
七
重
の
光
輪
の
奪
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還
に
あ
る
。
彼
女
は
そ
の
た
め
に
夜
の
閣
の
世
界
に
封
じ
ら
れ
妄
執
の
世
界
を

初
僅
っ
て
い
る
の
で
あ
る

(H18)。

一
方
主
人
公
タ
ミ

l
ノ
は
王
を
父
と
す
る
高
貴
な
出
自
を
誇
り
、
三
人
の
侍

女
た
ち
も
見
惚
れ
る
美
貌
の
持
ち
主
で
あ
る
。
夜
の
女
王
か
ら
パ
ミ

l
ナ
の
救

出
を
依
頼
さ
れ
て
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
寺
院
へ
と
旅
立
つ
が
、
真
実
を
知
ら
さ
れ
た

彼
は
自
ら
も
寺
院
の
入
信
者
の
一
員
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
、
そ
の
た
め
の
試

練
を
受
け
る
。
試
練
に
対
し
て
は
「
勇
気
を
持
っ
て
」
、
「
自
己
を
律
し
て
」
、
「
着

「
忍
耐
強
く
」
、
「
男
ら
し
く
」
臨
み
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
。

実
に
」
、
い
さ
さ
か
生
硬
な
横
顔
を
見
せ
な
が
ら
も
、
差
し
出
さ
れ
た
絵
姿
に
恋
し
、

次
々
に
訪
れ
る
危
機
に
身
を
さ
ら
し
な
が
ら
そ
れ
を
着
実
に
克
服
す
る
。
終
幕

に
向
か
っ
て
精
神
的
な
成
長
を
遂
げ
愛
を
成
就
さ
せ
る
彼
の
存
在
が
物
語
の
展

聞
の
鍵
を
握
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

タ
ミ

1
ノ
に
対
し
て
パ
パ
ゲ
l
ノ
は
対
照
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
彼

は
父
の
名
を
知
ら
な
い
鳥
刺
し
で
あ
る
。
タ
ミ

l
ノ
の
語
る
「
国
」
、
「
人
民
」
、

「
王
子
」
な
ど
の
言
葉
を
解
さ
な
い
知
性
の
持
ち
主
で
あ
り
、
日
々
の
生
活
に
満

足
し
彼
の
住
む
谷
の
外
に
ど
の
よ
う
な
世
界
が
あ
る
か
も
関
心
の
外
に
あ
る
。

彼
は
心
な
ら
ず
も
タ
ミ

l
ノ
の
試
練
の
旅
に
同
行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

向

に
意
義
を
理
解
し
な
い
ま
ま
試
練
か
ら
は
脱
落
す
る
。
し
か
し
彼
の
唯
一
の
願

い
は
聞
き
届
け
ら
れ
て
、

パ
パ
グ
l
ナ
と
い
う
野
性
味
溢
れ
る
娘
と
結
ぼ
れ
る
。

パ
パ
グ

1
ノ
が
モ
ノ
ス
タ
ト
ス
と
遭
遇
す
る
場
面
で
は
互
い
の
異
形
に
驚
く

こ
と
か
ら
彼
も
又
醜
悪
な
容
姿
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

(ーーロ)。

天
真
澗
漫
な
パ
バ
ゲ
l
ノ
は
自
ら
を
「
自
然
の
子
」
と
称
す
る

(
H
1
3
)
。
思

か
で
醜
く
、
野
生
そ
の
ま
ま
で
は
あ
る
が
邪
悪
な
欲
望
の
持
ち
主
で
は
な
い
彼

の
人
物
像
は
い
わ
ば
無
垢
な
「
愚
者
」
と
し
て
常
に
舞
台
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
「
高
尚
な
約
束
事
の
世
界
」
を
異
化
す
る
。

以
上
に
見
る
と
お
り
ザ
ラ
ス
ト
ロ
、
タ
ミ
l
ノ
、
パ
パ
ゲ
l
ノ
の
三
者
に
は

そ
れ
ぞ
れ
叡
知
に
充
ち
た
人
物
、
理
性
的
に
試
練
に
取
り
組
む
人
物
、

そ
し
て

叡
知
も
理
性
も
有
し
な
い
自
然
児
と
い
う
個
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
理
性
的
な
タ
ミ

1
ノ
と
自
然
児
で
あ
る
パ
パ
ゲ
l
ノ
の
二
者
は
、
叡
知

を
司
る
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
前
に
対
照
的
な
反
応
を
示
し
な
が
ら
劇
を
展
開
さ
せ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
登
場
人
物
の
対
照
的
な
処
理
の
仕
方
に
は
、

パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
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ラ
の
主
人
公
と
付
随
的
な
場
面
の
処
理
の
仕
方
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
再
び
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
を
主
人
公
と
す
る
ぺ

l
リ
の
「
エ
ウ
リ
デ
ィ

l

チ
エ
』
、

モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
『
オ
ル
フ
ェ
オ
』
の
擬
人
化
と
ア
レ
ゴ
リ
ー
に

目
を
向
け
て
み
よ
う
。

バ
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
の
題
材
に
好
ま
れ
た
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
人
物
像
は
、

Jレ

ネ
ツ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
者
に
再
発
見
さ
れ
偶
像
視
さ
れ
た
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
を

直
接
の
始
祖
と
す
る
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
コ
ジ
モ
・
デ
ィ
・
メ
デ
ィ
チ
(
一
一
ニ

八
九
|
一
四
六
四
)
、
そ
の
庇
護
下
に
あ
っ
た

M
・
フ
ィ
チ
l
ノ
(
一
四
三
三
|

一
四
九
九
)
等
は
自
ら
を
新
し
い
時
代
の
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
に
轍
え
オ
ル
フ
ェ
ウ
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ス
讃
歌
を
奏
で
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
冥
界
か
ら
生
還
し
音
楽
に
よ
っ
て
魂
を

感
化
す
る
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
は
、
古
代
神
学
を
伝
え
宇
宙
創
造
の
秘
密
を
開
示
す

る
存
在
で
あ
り
、
人
文
主
義
者
た
ち
は
来
る
時
代
の
理
想
像
に
自
ら
を
仮
託
し

話
。
フ
ィ
チ
l
ノ
の
プ
ラ
ト
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
一
員
で
あ
っ
た
A
・
ポ
リ
ツ
イ

ア
l
ノ

(
一
四
五
四
!
一
四
九
五
)
が
イ
タ
リ
ア
語
で
の
聖
史
劇
『
オ
ル
ブ
エ

オ
物
韮
巴
を
上
演
し
た
の
は
一
四
八

O
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
詩

作
や
演
劇
に
現
れ
る
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
は
天
上
界
の
叡
知
へ
の
上
昇
を
願
う
魂

(
理
性
)
の
擬
人
化
、

エ
ウ
リ
デ
ィ

1
チ
ェ
は
獲
得
さ
れ
る
叡
知
(
従
っ
て
生
還

の
擬
人
化
で
あ
り
、
物
語
の
全
体
は
天
上
界
の
叡
知
の
獲
得
を
渇
望
す

る
魂
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
し
て
提
示
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
オ
ル
フ
ェ
ウ

す
る
)

ス
が
オ
ペ
ラ
の
舞
台
に
登
場
す
る
以
前
に
す
で
に
こ
の
よ
う
な
土
壌
が
あ
っ
た

こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
解
釈
を
『
魔
笛
』
に
試
み
る
と
、
思
慮
深
い
ザ
ラ
ス
ト
ロ

の
姿
は
天
界
の
秩
序
を
司
る
叡
知
に
、
パ
ミ
!
ナ
の
奪
還
は
エ
ウ
リ
デ
ィ

l

チ
ェ
の
生
還
に
、
音
楽
の
力
を
借
り
て
象
徴
的
な
死
と
再
生
を
克
服
し
叡
知
を

獲
得
す
る
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
姿
は
タ
ミ
l
ノ
に
そ
れ
ぞ
れ
符
合
す
る
。
し
か
し

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
パ
パ
ゲ
1
ノ
と
モ
ノ
ス
タ
ト
ス
が
舞
台
上
に
披
露
す
る

「
粗
野
」
、
「
愚
か
」
、
「
醜
悪
」
と
い
う
グ
ロ
テ
ス
ク
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
よ
り
控
え

め
な
扱
い
で
は
あ
る
が
口
世
紀
の
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
で
は
牧
神
、
牧
人
あ
る

い
は
サ
チ
ュ
ロ
ス
達
が
表
出
し
た
地
上
的
な
欲
望
追
求
の
姿
に
対
応
す
る
。
こ

の
叙
情
的
な
、
ま
さ
に
牧
歌
的
な
場
面
の
挿
入
が
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
物
語
の
背

景
を
成
す
「
自
然
」
の
表
象
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
つ

て
こ
の
対
応
関
係
は
、
「
魔
笛
』
の
三
者
が
「
叡
知
」
と
そ
の
獲
得
を
望
む
「
理

性」、

さ
ら
に
そ
の
主
題
の
背
景
を
成
す
「
自
然
」
の
擬
人
化
の
末
育
で
は
な
い

か
と
い
う
可
能
性
を
我
々
に
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

こ
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
解
読
の
手
が
か
り
が
唯
一
我
々
に
残
さ
れ
た
場
面
が
あ
る
。

第
1
幕
日
場
タ
ミ

1
ノ
の
寺
院
到
着
の
場
面
。
タ
ミ
l
ノ
の
前
に
は
三
つ
の

建
物
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
扉
に
は
「
理
性
」
、
「
叡
知
」
、

「
自
然
」
の
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
タ
ミ
l
ノ
は
初
め
に
「
理
性
」
の
建
物

の
一
の
前
に
進
む
。
中
か
ら
「
下
が
れ
」
の
声
が
し
て
タ
ミ
l
ノ
は
退
く
。
次

に
彼
は
「
自
然
」
の
扉
の
前
に
立
つ
が
同
じ
よ
う
に
「
下
が
れ
」
の
声
と
共
に

退
く
。
最
後
に
彼
は
中
央
の
「
叡
知
」
と
書
か
れ
た
寺
院
の
扉
を
叩
く
。
扉
は
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聞
い
て
中
か
ら
弁
者
が
現
れ
る
。
こ
こ
で
タ
ミ
l
ノ
と
弁
者
の
間
で
問
答
が
交

わ
さ
れ
て
全
て
の
試
練
が
始
ま
る
。
劇
の
中
で
は
こ
の
扉
の
文
言
に
つ
い
て
は

一
切
触
れ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
物
語
が
「
自
然
」
で
も
な
く
「
理
性
」
で
も
な

く
「
叡
知
」
の
扉
か
ら
聞
か
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
の
謎
解
き
の
重

要
な
手
が
か
り
が
暗
黙
の
内
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

光
と
間
、
善
と
悪
、
男
性
性
と
女
性
性
な
ど
様
々
な
二
元
性
を
内
包
し
つ
つ

展
開
す
る
『
魔
首
』
の
ド
ラ
マ
に
は
「
叡
知
」
の
獲
得
を
巡
る
「
理
性
」
と
「
自

然
」
と
い
う
も
う
一
つ
の
二
元
性
が
潜
ん
で
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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3 

『
魔
笛
」
と
パ
ス
ト
ラ
ル

ー
音
楽
l

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
擬
人
化
と
ア
レ
ゴ
リ
ー
に
音
楽
は
な
ん
ら
か
の
貢
献

を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
?

の
音
楽
的
書
法
に
移

以
下
検
討
を
「
魔
笛
』

し
た
い
と
思
う
。

3 

1 

『
魔
笛
」

番
号
付
の
ア
リ
ア
は
『
魔
笛
』
中
に
全
担
曲
あ
る
が
、
そ
の
他
の
音
楽
も
劇

の
展
開
に
重
要
な
機
能
を
担
う
。
同
時
代
の
多
様
な
様
式
を
包
括
し
た
『
魔
笛
』

の
音
楽
の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は
考
察
の
対
象
を
先
に
挙
げ
た
三
者
の
描
写
に
付

与
さ
れ
る
音
楽
の
書
法
に
限
定
す
る
。

主
人
公
タ
ミ

l
ノ
の
独
唱
の
場
面
は
肌
1
官
頭
大
蛇
と
の
格
闘
、

附

3

「何

と
美
し
い
絵
姿
だ
」
、
そ
し
て
第
一
幕
第
日
場
の
寺
院
で
弁
者
と
の
間
で
交
わ
す

レ
シ
タ
テ
ィ

l
ヴ
ォ
風
の
問
答
の
場
面
で
あ
る
。

批

3
は
変
則
的
な
ダ
カ

l
ポ
ア
リ
ア
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。
パ
ミ

l
ナ

へ
の
晶
揚
し
た
感
情
は
起
伏
に
富
ん
だ
抑
揚
の
旋
律
線
で
表
現
さ
れ
、
詩
的
な

歌
調
、
そ
し
て
抑
制
の
利
い
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
均
整
の
と
れ
た
叙
情
的
な

ア
リ
ア
で
あ
る
(
譜
例
1
)
。

一
方
レ
シ
タ
テ
ィ

l
ヴ
ォ
様
式
の
歌
唱
で
展
開
さ
れ
る
の
が
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の

寺
院
に
到
着
直
後
寺
院
の
弁
者
と
交
わ
す
対
話
の
場
面
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
テ

キ
ス
ト
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
抑
揚
の
正
確
な
再
現
を
最
も
優
先
し
た
旋
律
と
自
由

リ
ズ
ム
が
選
ば
れ
て
お
り
、
こ
の
パ
ツ
セ
l
ジ
を
際
立
た
せ
る
た
め
、
通
奏
低

音
風
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
伴
奏
は
最
小
限
の
カ
デ
ン
ツ
に
抑
え
ら
れ
る

(
譜
例

一
方
パ
パ
グ

l
ノ
は
タ
ミ

l
ノ
の
真
撃
な
音
楽
の
直
後
に
素
朴
な
民
謡
調
の

音
楽
と
共
に
舞
台
に
現
れ
る
(
附
2
)
。
パ
パ
ゲ
l
ノ
は
一
貫
し
て
こ
の
平
易
な

(附
6
モ
ノ
ス
タ
ト
ス
と
の
出
合
い
の

附
7
パ
ミ
l
ナ
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
附
初
等
)
。
附
加
「
恋
人
か
女
房
が

(
日
)

あ
れ
ば
」
の
ア
リ
ア
に
は
民
謡
の
出
典
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
譜
例
3
)
。

民
謡
調
の
音
楽
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
る

場
面
、ザ

ラ
ス
ト
ロ
に
は
彼
自
身
の
独
唱
と
彼
の
叡
知
に
対
す
る
合
唱
で
の
賛
美
と

い
う
二
様
の
音
楽
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

彼
自
身
の
完
全
な
独
唱
は
附
日
「
こ

の
神
聖
な
る
殿
堂
に
は
」

一
曲
で
あ
る
が
、
他
に
寺
院
で
の
僧
侶
達
の
会
合
と
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祈
祷
の
場
面
の
よ
う
に
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
詩
句
を
僧
侶
達
が
繰
り
返
す
と
い
う
独

唱
と
合
唱
の
交
替
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
思
慮
深
い
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
言
動
を
最
も
音
楽
に
反
映
さ
せ
て
い
る
の

は
、
む
し
ろ
合
唱
で
叡
知
賛
美
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
る
場
面
で
あ
ろ
う
。
合
唱

に
よ
る
叡
知
賛
美
の
場
面
に
は
ザ
ラ
ス
ト
ロ
登
場

(
I
l
日
)
の
人
民
の
合
唱
、

モ
ノ
ス
タ
ト
ス
へ
の
裁
き
に
対
す
る
礼
讃
「
神
の
よ
う
な
賢
者
、
万
歳
」

(
I
!
日
)
、
第
1
幕
最
終
場
の
「
徳
性
と
正
義
が
名
誉
を
も
っ
て
お
お
う
と
き
、

そ
の
時
こ
の
世
は
天
国
と
な
り
死
す
べ
き
人
も
神
々
に
ひ
と
し
い
も
の
と
な

る
」
、
第
2
幕
最
終
場
の
「
美
と
叡
知
に
よ
る
永
遠
の
王
冠
が
飾
ら
れ
る
」
で
あ

る
。
特
に
第
1
幕
第
2
幕
の
各
最
終
場
の
合
唱
は
人
民
の
合
唱
に
よ
る
ザ
ラ
ス
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ト
ロ
賛
美
と
い
う
体
裁
で
歌
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
劇

中
の
機
能
を
越
え
、
劇
の
外
側
か
ら
最
も
重
要
な
思
想

が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
合
唱
で
は
、
ホ
モ
フ
オ

一
ッ
ク
か
つ
同
時
的
な
リ
ズ
ム
の
動
き
で
重
層
的
な
和

音
が
音
楽
を
運
び
、
テ
キ
ス
ト
は
こ
の
重
厚
な
音
楽
に

載
せ
て
一
本
の
旋
律
線
で
直
線
的
に
伝
達
さ
れ
る

例

4
)
。

種
の
特
徴
的
な
音
楽
的
書
法
を
整
理
す
る

レ
シ
タ
テ
ィ

l
ヴ
ォ
一
テ
キ
ス
ト
の
ア
ク
セ
ン
ト
と

抑
揚
を
正
確
に
再
現
す
る
こ
と
が
最
も
優
先
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
自
由
リ
ズ
ム
、
旋
律
が
選
ば
れ

て
い
る
。
ま
た
言
葉
を
際
だ
た
せ
る
た
め
に
伴
奏
の
和

音
は
抑
制
さ
れ
る
。

民
謡
υ

テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
規
則
的
な
リ
ズ
ム
が
優

先
し
て
お
り
、
言
葉
は
舞
踊
の
規
則
的
な
リ
ズ
ム
に

沿
っ
て
シ
ラ
ビ
ッ
グ
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
旋

律
、
和
音
は
共
に
単
純
な
進
行
に
な
る
。

合
唱
一
重
層
的
な
和
音
の
ホ
モ
ブ
オ
ニ
ツ
ク
か
っ
同

時
的
な
リ
ズ
ム
進
行
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
太
い
旋

律
線
に
載
せ
て
、
簡
潔
な
が
ら
重
要
な
テ
キ
ス
ト
が
明

確
に
伝
達
さ
れ
る
。

(諮問
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こ
の
書
法
の
対
比
は
言
語
化
す
る
と
難
解
な
表
現
に
な
る
が
聴
覚
的
に
は
明

快
に
差
違
づ
け
ら
れ
た
対
比
と
し
て
容
易
に
感
知
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
書
法

の
配
置
に
は
し
か
し
な
が
ら
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
独
創
と
い
い
切
れ
ぬ
面
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
下
の
節
で
四
世
紀
末
オ
ペ
ラ
創
生
期
の
作
曲

理
論
に
立
ち
戻
り
音
と
言
葉
の
対
応
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
オ
ペ
ラ
音
楽
の
伝

統
的
書
法
と
『
魔
笛
』

の
書
法
を
比
較
し
た
い
と
思
う
。

3 

2 

パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の
書
法

日
世
紀
の
後
半
に
か
け
て
イ
タ
リ
ア
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
復

興
が
試
み
ら
れ
た
と
き
、
劇
と
音
楽
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
論
議
が
重
ね
ら
れ

た
が
、
多
く
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
詩
学
』
の
解
釈
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ

た
。
『
詩
学
」
の
中
で
は
悲
劇
に
お
い
て
俳
優
の
語
る
ロ
ゴ
ス
と
韻
律
、
お
よ
び

コ
ロ
ス
の
音
楽
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
音
楽
に
関
し
て
は
さ
ら
に
構
成
要
素

で
あ
る
メ
ロ
ス
、

ハ
ル
モ
ニ
ア
、
リ
ト
モ
ス
と
い
う
下
位
区
分
に
分
解
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
要
素
と
ロ
ゴ
ス
が
い
か
に
取
り
合
わ
せ
ら
れ
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う

な
場
面
に
ロ
ゴ
ス
と
音
楽
の
ど
の
よ
う
な
要
素
が
強
調
さ
れ
る
べ
き
か
が
考
察

さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
論
の
詳
細
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
人
文
主
義
者
達
の
『
詩
学
』

解
釈
を
最
終
的
に
音
楽
上
に
実
践
し
た
の
は
最
初
の
オ
ペ
ラ
『
エ
ウ
リ
デ
ィ

l

チ
コニ

の
作
曲
者
J
・ぺ

l
リ
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
楽
譜
に
見
る
と
、
俳
優
の

語
る
「
装
飾
さ
れ
た
語
り
」
(
『
詩
学
」
。

-E邑
足
切
)
は
レ
シ
タ
テ
ィ

1
ヴ
ォ
と

い
う
歌
と
語
り
の
中
間
の
形
態
を
と
っ
た
新
し
い
歌
唱
法
を
開
発
す
る
こ
と
で

解
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
唱
法
は
当
時
革
新
的
と
見
な
さ
れ
、
音
楽
劇
オ
ベ

ラ
を
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と
認
識
さ
せ
た
最
も
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

は
疑
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
歌
唱
法
が
劇
の
全
て
を
構
成
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

コ
ロ
ス
に
あ
た
る
合
唱
の
う
ち
劇
の
膜
想
的
省
察
を
語
る
合
唱
に
は
当
時
マ
ド

リ
ガ
ル
に
用
い
ら
れ
た
合
唱
様
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
式
に
は
歌
の

歌
詞
と
そ
の
再
現
の
た
め
の
自
由
リ
ズ
ム
が
採
ら
れ
、
重
厚
な
和
音
に
載
っ
て

歌
詞
が
伝
達
さ
れ
る
。
ま
た
牧
人
達
の
舞
踊
の
持
情
的
場
面
に
は
同
じ
く
同
時

代
に
流
布
し
て
い
た
既
存
の
舞
曲
あ
る
い
は
俗
語
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
部
分
の
音
楽
に
は
舞
踊
の
規
則
的
な
リ
ズ
ム
が
強
調
さ
れ
、
歌
詞
の
正
確
な

再
現
は
当
然
背
後
に
退
け
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
書
法
を
ア
レ
ゴ
リ
ー
に
則
し
て
配
置
す
る
と
、
合
唱
で
伝
え
ら
れ
る
歌

詞
は
劇
の
核
心
で
あ
る
叡
知
あ
る
い
は
天
界
の
秩
序
の
礼
讃
、

レ
シ
タ
テ
ィ
ー

ヴ
ォ
は
叡
知
の
獲
得
を
求
め
る
理
性
の
姿
に
、

そ
し
て
舞
曲
俗
語
は
地
上
界
の

自
然
の
描
写
(
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
パ
ス
ト
ラ
ル
な
場
面
と
認
識
さ
れ
る
)

使

用
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
上
界
と
地
上
界
の
描
写
に
対
応
す
る

こ
の
書
法
の
対
置
は
、
音
楽
が
そ
の
両
者
の
交
感
の
最
も
効
果
的
な
手
段
と
考

え
ら
れ
た
た
め
か
げ
世
紀
の
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
に
比
較
的
顕
著
に
見
る
こ
と

(
お
)

が
で
き
る
。

音
楽
の
諸
要
素
の
中
か
ら
、
強
調
さ
れ
る
要
素
を
劇
の
展
開
に
合
わ
せ
て
随

時
切
り
替
え
て
音
楽
を
織
り
な
す
と
い
う
技
法
は
、
観
客
の
側
に
は
聴
覚
的
な
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切
り
替
え
を
意
味
す
る
が
、

オ
ペ
ラ
の
音
楽
が
そ
の
後
常
に
未
知
の
様
式
を
求

め
て
刻
々
変
化
す
る
中
で
、
こ
の
対
比
そ
の
も
の
は
永
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
、

換
言
す
れ
ば
、
音
楽
内
に
仕
掛
け
ら
れ
た
書
法
の
差
違
は
、
逆
に
音
楽
か
ら
ド

ラ
マ
を
読
み
解
く
に
あ
た
っ
て
の
一
助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

3 

3 

「
魔
首
」
の
音
楽
的
書
法

再
び
『
魔
笛
』
に
論
を
戻
す
。

先
に
「
理
性
」
の
擬
人
化
で
は
な
い
か
と
し
た
主
人
公
タ
ミ
1
ノ
は
パ
ミ
l

ナ
の
絵
姿
を
見
て
「
な
ん
と
美
し
い
絵
姿
」
を
歌
う
。
不
在
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
求

め
て
歌
わ
れ
る
こ
の
愛
の
ア
リ
ア
は
タ
ミ

l
ノ
の
ク
エ
ス
ト
開
始
の
契
機
と
な

る
重
要
な
場
面
で
あ
る
。
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
に
お
い
て
も
不
在
あ
る
い
は
喪

失
し
た
ヒ
ロ
イ
ン
へ
の
愛
が
物
語
の
展
開
を
導
く
主
た
る
契
機
で
あ
り
、
共
に

劇
の
回
目
頭
に
有
節
形
式
の
持
情
的
な
ア
リ
ア
で
そ
の
心
情
が
歌
わ
れ
る
。

ま
た
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
寺
院
で
交
わ
さ
れ
る
タ
ミ
l
ノ
と
弁
者
の
対
話
は
レ
シ

タ
テ
ィ

l
ヴ
ォ
で
進
行
す
る
。
パ
ミ

l
ナ
の
奪
還
を
求
め
る
タ
ミ

l
ノ
の
切
実

な
問
い
か
け
は
、

エ
ウ
リ
デ
ィ

l
チ
ェ
を
求
め
て
冥
界
へ
旅
立
つ
オ
ル
フ
ェ
オ

の
レ
シ
タ
テ
ィ

l
ヴ
ォ
に
対
応
す
る
。

ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
叡
知
を
賛
美
す
る
合
唱
は
人
民
の
祝
福
の
体
裁
で
歌
わ
れ
る

が
、
先
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
劇
中
の
機
能
を
越
え
て
最
も
重
要
な
思
想
を

語
っ
て
お
り
、
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の
作
曲
法
に
お
い
て
合
唱
が
劇
の
展
開
に

直
接
関
わ
ら
な
い
膜
想
的
省
察
を
担
う
そ
の
機
能
と
同
一
で
あ
る
と
い
え
る
。

唯
一
パ
ス
ト
ラ
ル
の
音
楽
の
図
式
に
収
ま
ら
な
い
の
は
パ
パ
ゲ
l
ノ
が
表
象

す
る
「
自
然
」
で
あ
る
。
し
か
し
素
朴
な
民
謡
と
共
に
登
場
す
る
彼
に
も
ま
た

直
接
の
祖
先
を
辿
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
つ
て
牧
人
達

の
歌
舞
で
示
さ
れ
た
「
自
然
」
界
の
描
写
に
は
牧
神
達
の
滑
稽
な
失
恋
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
間
接
的
に
語
ら
れ
て
い
た
。
音
楽
史
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
お
そ
ら

く
こ
の
部
分
が
コ
メ
デ
ィ
ア
デ
ラ
ル
テ
の
影
響
を
受
け
て
演
劇
と
し
て
直
接
に

演
じ
ら
れ
る
場
合
が
発
生
し
た
。
こ
れ
は
時
に
牧
歌
喜
劇
と
呼
ば
れ
た
が
、

し亙

ず
れ
に
せ
よ
こ
の
喜
劇
的
部
分
の
肥
大
は
悲
劇
と
喜
劇
的
要
素
が
混
在
す
る
事

態
を
生
じ
さ
せ
た
。
後
に
改
革
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
こ
の
混
在
し
た
悲
劇
的

要
素
と
喜
劇
的
要
素
の
分
離
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
分
離
の
結
果
新
た

に
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
登
場
し
た
の
が
オ
ペ
ラ
プ
ッ
フ
ァ
で
あ
る
こ
と
を
音
楽

(
お
)

史
は
我
々
に
教
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
的
事
実
を
考
慮
に
入
れ
る
と
パ
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パ
ゲ

1
ノ
は
「
自
然
」
を
表
出
す
る
牧
歌
的
場
面
の
牧
神
達
の
肥
大
し
た
末
育

の
姿
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
が
成
り
立
つ
。
そ
し
て
こ
の
仮
説
は
台
本

と
同
様
に
音
楽
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
に
見
ら
れ
る
均
衡
も
伝
統
的
作
法
を
裏
打

ち
を
し
て
い
る
と
の
見
解
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

時
代
は
こ
の
間
に
ソ
ナ
タ
形
式
と
い
う
新
し
い
語
法
を
手
に
し
て
い
る
。
こ

の
語
法
は
一
つ
の
情
緒
の
描
出
に
あ
っ
た
音
楽
の
機
能
を
、
音
楽
内
の
要
素
だ

け
で
発
展
、
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
た
ら
し
め
た
。
オ
ペ
ラ
の
登
場
人
物
も
、

こ
の
語
法
に
よ
っ
て
幾
何
学
的
な
ア
レ
ゴ
リ
ー
的
人
物
像
か
ら
音
楽
で
内
面
の

変
化
を
語
る
登
場
人
物
へ
と
変
わ
る
。
こ
の
表
現
の
可
能
性
を
最
大
に
駆
使
し
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た
の
が
他
な
ら
ぬ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
そ
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
「
魔
笛
』
に
は
そ
れ
以
前
の
「
旧
式
」
の
様
式
が
選
択
さ
れ
た
一

面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
こ
の
作
品
の
湛
え
る
硬
質
な
静
誼
さ
の
秘

密
の
一
つ
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

4 

「
魔
首
」

の
間
テ
キ
ス
ト
性

そ
れ
で
は
『
魔
笛
』
と
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の
伝
統
的
作
法
は
ど
の
よ
う
な

関
係
性
に
あ
る
の
か
l
そ
こ
か
ら
新
た
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
生
じ
る
の
で
あ

ろ
う
か
?

こ
の
問
題
に
は
少
な
か
ら
ぬ
論
考
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
残
念

な
が
ら
紙
数
の
制
限
上
簡
略
に
述
べ
る
に
留
め
お
く
。

ま
ず
フ
リ

l
メ
1
ソ
ン
儀
礼
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
。

フ
リ

1
メ
1
ソ
ン
入

信
者
の
マ
ス
タ
ー
メ
l
ソ
ン
へ
の
昇
格
儀
礼
で
は
、
石
棺
の
底
に
横
た
え
ら
れ

て
再
び
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
象
徴
的
な
死
と
再
生
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
と

い
う
。
棟
梁
ヒ
ラ
ム
の
故
事
に
倣
っ
た
こ
の
儀
礼
に
は
秘
密
厳
守
が
求
め
ら
れ

た
。
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
秘
か
に
再
現
す
る
こ
と
で
秘
密
を
共
有
す
る
者

同
士
の
暗
黙
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
交
わ
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
フ
リ
1
メ
1
ソ
ン

説
の
骨
子
で
あ
り
、

シ
ャ
イ
エ
の
音
楽
的
象
徴
の
解
明
も
同
じ
く
フ
リ
1
メ
l

ソ
ン
思
想
へ
の
共
鳴
の
秘
か
な
表
明
と
い
う
見
解
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
説
で
は
中
心
と
な
る
言
説
(
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
)
が
再
現
さ
れ
る
が
そ
の
反

復
に
否
定
の
要
素
は
存
在
し
な
い
。
共
鳴
あ
る
い
は
礼
讃
が
託
さ
れ
て
い
る
と

い
う
見
解
で
あ
る
。

パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
に
お
い
て
も
、
象
徴
的
な
死
と
再
生
を
経
て
叡
知
を
獲

得
す
る
と
い
う
主
題
は
核
心
を
成
し
て
お
り
、
「
魔
笛
」
と
の
関
係
性
に
お
い
て

も
フ
リ
1
メ
1
ソ
ン
儀
礼
解
釈
と
は
競
合
し
な
い
。
も
し
新
た
な
視
点
を
加
え

る
と
す
れ
ば
、
「
魔
笛
」
が
フ
リ

1
メ
1
ソ
ン
思
想
へ
の
共
鳴
を
表
明
し
て
い
る

と
い
う
説
を
認
め
る
に
し
て
も
、
そ
の
表
現
の
基
本
構
造
の
深
層
に
パ
ス
ト
ラ

ル
オ
ペ
ラ
の
伝
統
的
な
作
法
が
関
与
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性

に
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
関
係
性
か
ら
生
じ
る
と
こ
ろ
の
意
味
を
、

一
旦
記
憶

の
表
層
か
ら
消
え
去
っ
た
バ
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
の
音
楽
の
書
法
を
接
ぎ
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
鮮
明
に
描
き
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
呈
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
論
で
解
明
を
試
み
た
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の

伝
統
的
な
作
法
と
の
関
係
性
と
は

M
・
リ
フ
ァ
テ
l
ル
の
い
う
ゼ
ロ
間
テ
キ
ス

(
お
)

ト
性
の
発
掘
に
他
な
ら
な
い
。
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し
か
し
な
が
ら
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
と
の
関
係
性
に
お
い
て
は
、

フ
リ
ー

メ
l
ソ
ン
説
と
は
ま
た
別
の
ベ
ク
ト
ル
も
作
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
魔
笛
』
の
主
人
公
タ
ミ
l
ノ
が
展
開
す
る
「
叡
知
の
獲
得
」
と
い
う
主
題
は
、

注
意
深
く
観
察
す
る
と
一
つ
一
つ
の
モ
テ
ィ

l
フ
が
パ
パ
ゲ
l
ノ
に
よ
っ
て
反

復
さ
れ
て
い
る
。
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
を
な
す
基
本
的
な
構
造
が
一
方
で
踏
襲

さ
れ
な
が
ら
、

そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
形
而
上
的
か
つ
高
遁
な
理
想
は
、

た
ち
ど

こ
ろ
に
形
市
下
の
次
元
で
さ
ら
に
反
復
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
「
理
性
」

と
「
自
然
」
の
擬
人
化
の
末
育
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
し
た
こ
の

二
者
の
二
重
の
物
語
が
提
示
す
る
両
面
的
価
値
性
が
、
『
魔
笛
』
に
ひ
と
き
わ
鮮
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や
か
な
生
命
感
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ベ
ク
ト
ル
を
パ
ロ
デ
ィ
化
の
作
用
と
呼
ぶ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か

し
パ
ロ
デ
ィ
と
は
「
瑚
弄
の
意
図
」
を
持
っ
て
「
歪
曲
さ
れ
た
模
倣
」
で
あ
る

と
い
う
ス
リ
オ
の
定
義
を
借
り
る
と
き
、
「
魔
笛
』
を
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
と
断
定

す
る
こ
と
に
は
蹟
踏
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
つ
に
は
主
人
公
と
そ
の
傍
ら

に
あ
っ
て
常
に
挫
折
す
る
脇
役
が
互
い
を
つ
い
に
否
定
す
る
こ
と
な
く
共
に

-
目
。
吉
宗
戸
。
(
め
で
た
い
結
末
)
を
迎
え
る
こ
と
、

い
ま
一
つ
に
は
周
到
に
用
意

さ
れ
た
パ
パ
ゲ

l
ノ
の
音
楽
が
平
明
な
が
ら
ひ
と
き
わ
光
彩
を
放
ち
、
作
曲
者

の
少
な
か
ら
ぬ
愛
着
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
要
因
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
考
慮
す
る
と
、
二
人
の
作
者
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
を
背

負
っ
た
「
自
然
」
の
雄
弁
さ
に
は
、
「
理
性
」
が
繰
り
広
げ
る
コ
両
尚
な
約
束
事

の
世
界
」
に
対
す
る
新
た
な
価
値
観
か
ら
の
注
釈
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
見
る

の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
、
ネ
オ
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
「
宇
宙
の

調
和
」
の
思
想
の
言
説
に
対
し
て
複
数
の
視
線
が
内
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
複
数
の
視
線
の
存
在
は
、
「
宇
宙
の
調
和
」
の
思
想
の
言
説
を
す
で
に

形
骸
化
し
た
も
の
と
し
て
受
容
す
る
観
客
層
を
も
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

で
は
一
つ
の
言
説
に
対
す
る
複
数
の
視
点
の
内
在
と
い
う
現
象
が
い
か
に
し

て
生
じ
た
の
か
。
こ
の
屈
折
の
過
程
を
歴
史
的
な
事
実
に
探
る
こ
と
は
本
研
究

の
以
後
の
課
題
で
あ
る
。

パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
は
口
世
紀
に
公
的
な
上
演
の
規
範
と
し
て
宮
廷
経
由
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
伝
播
す
る
。
し
か
し
四
世
紀
に
各
国
で
国
民
様
式
が
形
成

さ
れ
る
に
際
し
て
は
、

一
様
に
神
話
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
語
、

レ
シ
タ

テ
ィ

l
ヴ
ォ
の
歌
唱
法
が
破
棄
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
ゲ
イ
の
『
乞
食
オ
ペ

ラ
』
を
J
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
『
ニ
ュ

1
ゲ
l
ト
(
監
獄
の
名
)

パ
ス
ト
ラ
ル
』

と
名
付
け
よ
う
と
し
た
逸
話
や
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ル
ス
エ
ラ
に
残
さ
れ
た
「
漁
夫

の
パ
ス
ト
ラ
ル
』
と
い
う
作
品
が
物
語
る
と
お
り
、
古
典
の
教
養
を
基
盤
と
し

た
街
学
的
な
姿
勢
と
人
為
的
な
音
楽
の
不
自
然
さ
が
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
を
ネ

ガ
テ
イ
プ
な
規
範
と
し
て
も
機
能
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
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こ
の
間
の
改
作
(
パ
ロ
デ
ィ
、

の
跡
を
探
る
こ
と
は
、

パ
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
)

国
民
気
質
、
階
層
に
よ
る
価
値
観
の
違
い
、

そ
し
て
時
代
の
推
移
に
伴
う
価
値

観
の
変
遷
を
追
跡
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
パ
ス
ト
ラ
ル
オ
ペ
ラ
の

劇
構
造
は
そ
の
指
標
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注(
1
)
E
・
ク
ル
チ
ウ
ス
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
と
ラ
テ
ン
中
世
』
(
南
大
路
振
一
他
訳
、

み
す
ず
書
房
一
、
一
九
七
一
)
第
叩
章
「
理
想
的
景
観
」
匂
-
M
弓

(2)

巧・開
B
宮
o
p
ω
0
5
0
〈
巾
『
回
一

O
B
丘
句
白
血
O
B
]
L
§
a
U
F
O
E
o
p
u
-
N
N

(
3
)
M
P
O
S
E
M
1
0
p
g同
旬
以
忠
ミ

.e同5
5
∞
Y
F
o
邑
o
p
お
よ
び

m，・

ω
Z
E
P
5・
3
問
問
主
ミ
♀
町
長
呂
田
・

0
M
F
E
の
二
つ
の
研
究
を
挙
げ
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る。

(4)

用
語
の
混
同
を
防
ぐ
た
め
に
以
下
の
定
義
を
も
っ
て
論
を
進
め
た
い
。

本
考
察
に
お
い
て
、
音
楽
劇
オ
ペ
ラ
の
劇
構
造
と
は
、
リ
プ
レ
ッ
ト
の
作
劇
法

と
音
楽
の
作
曲
法
と
い
う
二
つ
の
柱
が
並
行
し
て
構
成
す
る
も
の
と
考
え
る
。
音

楽
の
作
曲
法
の
内
、
本
稿
で
は
音
と
言
葉
の
対
応
関
係
に
焦
点
を
絞
り
、
こ
れ
を

書
法

Zu広
三
巾
と
表
し
、
様
々
な
書
法
の
配
置
を
通
じ
て
音
楽
的
構
造
の
一
局

面
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
リ
プ
レ
ッ
ト
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
ミ
ュ

l
ト

ス
の
語
で
こ
れ
を
表
し
、
リ
プ
レ
ッ
ト
の
ミ
ュ

l
ト
ス
と
音
楽
的
書
法
の
配
置
を

併
せ
た
も
の
を
劇
構
造
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

(
5
)
E
・
デ
ン
ト
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
』
(
石
井
宏
、
春
日
秀
道
訳
、
草
思

社
、
一
九
八
五
)
U
-
N
B

(
6
)

一
八
四
九
年
J
・
コ
ル
ネ
ツ
ケ
が
『
魔
笛
』
の
リ
プ
レ
ッ
ト
に
C
・
ギ
l
ゼ
ツ

ケ
な
る
代
筆
者
が
存
在
し
た
と
明
か
し
た
が
、
こ
の
説
は
今
日
で
は
否
定
に
傾
い

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(
7
)
E
・
ノ
イ
マ
ン
「
魔
笛
に
見
る
母
権
と
父
権
の
古
態
型
的
象
徴
」
(
所
収
『
モ

l

ツ
ア
ル
ト
魔
笛

A
・
チ
ャ
ン
パ
イ
畔
上
司
訳
』
音
楽
の
友
社
、
一
九
八
七
)

を
一
例
と
し
て
挙
げ
る
。

(
8
)
L
・
ハ
イ
ア
ッ
ト
「
夜
の
女
王
・
母
権
・
男
性
結
社
の
秘
儀
」
宮
坂
敬
造
訳

(
所
収
『
現
代
思
想
』
日
月
号
、
一
九
八

O
)

(9)

坂
口
昌
男
「
魔
笛
の
神
話
学
」
(
所
収
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
』
岩
波
書
店
、
一
九

九
一
)

(
叩
)
の
-
Q
m
B
g
F
h
s
hミ

g
h町
民
$
言
、
同
師
、
還
さ

B
E
S
H
V
R
U

(日

)

E
・
デ
ン
ト
(
同
上
)
及
び
J
・
シ
ヤ
イ
エ
『
魔
首
|
秘
教
オ
ペ
ラ
l
」
(
高

橋
英
郎
・
藤
井
康
生
訳
白
水
社
、
一
九
七
六
)

(ロ
)
A
-
2
1
5
8
Z
2
n止
と
。
3

(

作
曲
。
-
C
H
n
n
E、
台
本
の
-
Q
H
E可
巾

E
、

一
六

O
O年
ブ
ィ
レ
ン
ツ
エ
初
演
)
は
、
ケ
フ
ア
ル
ス
に
恋
し
た
オ
ー
ロ
ラ
が
天

上
界
か
ら
降
臨
し
た
た
め
天
界
の
運
行
が
滞
る
が
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
命
で
ケ
フ
ア

ル
ス
と
ア
ウ
ロ
ラ
は
天
上
界
に
戻
り
、
天
界
の
運
行
が
再
開
す
る
と
い
う
筋
で
あ

る
。
ま
た

E
F
g
宮山口
2
2
-何回℃
Z
E
B
門
目
。
で
回
目
。
ロ
吋
ョ
(
「
愛
の
苦
し
み
と
喜

び
」
)
(
作
曲
目
p

h白

B
Zュ
、
台
本
。
・

2
5叩
淳
、
一
六
七
二
年
パ
リ
初
演
)
で

は
、
ア
ポ
ロ
ン
の
恋
人
の
死
か
ら
幕
が
聞
き
、
恋
人
の
冥
界
か
ら
の
奪
還
に
よ
る

ア
ポ
ロ
ン
の
天
界
の
運
行
再
開
で
幕
が
閉
じ
る
。

(
日
)
「
音
楽
の
力
」
に
つ
い
て
の
言
説
を
オ
ペ
ラ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
、
あ
る
い
は
台
本

の
献
呈
の
辞
に
披
露
す
る
こ
と
は
当
時
の
慣
習
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ぺ

I
リ

の
『
エ
ウ
リ
デ
ィ

l
チ
エ
』
に
は
「
悲
劇
」
な
る
人
物
が
、
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
イ

の
『
オ
ル
フ
ェ
オ
」
に
は
「
音
楽
」
な
る
人
物
が
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
登
場
し
て
、
魂

を
感
化
す
る
音
楽
の
力
に
つ
い
て
言
説
を
述
べ
る
。
『
愛
の
苦
し
み
と
喜
び
』
に

は
、
台
本
の
献
呈
の
辞
に
、
粗
野
な
精
神
の
国
民
を
音
楽
で
感
化
し
た
古
代
の
ギ

リ
シ
ャ
の
王
の
故
事
に
倣
っ
て
、
王
室
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
設
立
を
言
祝
ぐ
言
葉
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
本
当
の
「
音
楽
の
力
」
に
つ
い
て
の
音
楽
を
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
楽
譜

の
中
に
も
仕
掛
け
て
い
る
。
第
1
幕
第
8
場
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
お
い
て
、
複
数

の
登
場
人
物
の
様
々
な
思
惑
が
複
数
の
旋
律
線
に
表
さ
れ
る
が
、
「

o
g
巴

5

2
2巾
」
(
第
小
節
団

1
)、「
ω
一-Z話
5
宮
Z
P
N
S
Z広
-ogロ
」
(
第
小
節

m
i
)

の
部
分
は
瞬
間
的
に
同
時
的
な
リ
ズ
ム
、
ホ
モ
フ
ォ
ニ
ツ
ク
な
和
声
に
切
り
替
え

ら
れ
音
楽
賛
美
の
歌
詞
が
直
線
的
に
現
れ
る
。

(
M
)

パ
フ
チ
ン
『
小
説
の
言
葉
』
(
伊
東
一
郎
訳
、
新
時
代
社
、
一
九
七
八
)
匂
-
N

巴

(
日
)
伊
藤
博
明
『
神
々
の
再
生
|
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
神
秘
思
想
|
』
(
東
京
書
籍
、

一
九
九
六
)
匂
・
民
同

(
日
)
ロ

o
Eロ
m
z
p
u・見、

ω門巾ヨ
r
-
p
u
-
E

(口
)

M
・
パ
フ
チ
l
ン
『
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
プ
レ

l
の
作
品
と
中
世
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

の
民
衆
文
化
』
(
川
端
香
男
里
訳
、
せ
り
か
書
一
房
、
一
九
七
三
、
以
下
『
ラ
プ
レ

1

論
』
と
略
記
す
る
)
匂
・
ピ

(
凶
)
シ
ャ
イ
エ
に
拠
れ
ば
こ
の
旋
律
は
回
世
紀
末
の
コ
ラ
1
ル
に
宗
教
的
編
曲
の
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形
を
と
っ
て
は
じ
め
て
登
場
し
た
が
、
日
世
紀
中
に
も
人
気
を
博
し
て
お
り
、
フ

ラ
ン
ス
の
オ
ペ
ラ
コ
ミ
ッ
ク
で
も
尼
僧
達
を
あ
て
こ
す
っ
た
ロ
ン
ド
に
同
型
の

旋
律
が
使
わ
れ
た
例
が
あ
る
と
い
う
(
同
上
匂
・
呂
町
)
。

(
四
)
シ
ャ
イ
エ
は
こ
の
交
替
を
中
世
詩
ヴ
イ
ル
レ
!
の
形
式
に
基
づ
い
た
も
の
と

指
摘
す
る
が
(
同
上
匂
・
自
己
、
私
見
で
は
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
俳
優
と
コ
ロ
ス
が
交

わ
す
コ
ン
モ
ス
を
模
し
た
オ
ペ
ラ
初
期
の
合
唱
形
式
に
も
源
を
辿
り
う
る
。
コ
ン

モ
ス
に
匹
敵
す
る
場
面
と
し
て
は
も
う
一
つ
タ
ミ

l
ノ
と
弁
者
の
交
わ
す
対
話

の
中
で
寺
院
の
中
か
ら
合
唱
が
タ
ミ

l
ノ
の
問
い
に
答
え
る
場
面
が
あ
る
。

(
Z司・∞

E
E
F
の
第
凶
小
節
)

(
却
)
こ
れ
は
『
タ
モ
ス
王
』
冒
頭
の
合
唱
「
太
陽
讃
歌
」
か
ら
の
借
用
で
あ
る
。
ち

な
み
に
「
タ
モ
ス
王
」
中
の
ザ
ラ
ス
ト
ロ
に
匹
敵
す
る
登
場
人
物
の
名
は
セ
ト
ス

に
な
っ
て
い
る
。

(
幻
)
本
稿
の
論
旨
か
ら
は
こ
の

E
B
B巴
円
包
与
の
語
は
天
上
界
の
意
に
解
釈
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

(
幻
)
人
文
主
義
者
の
『
詩
学
』
解
釈
に
つ
い
て
は
わ
Z
E
O
司
丘
町

g-同
S
Sお
か
き

な

iE~&芯
勾

ss・-室内向』
hNhhN.2~MdoNぬ
-
F
F
J
円白
-
o
d
p
巴
∞
印
の
実
証
的

研
究
を
参
照
。

(
お
)
充
分
と
は
い
え
な
い
が
拙
論
「
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲
《
オ
ル
フ
ェ
オ
》
(
一

六
O
八
年
)
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
比
較
文
化
研
究
』
第
泣
号
、
一
九
九
九
、
比

較
文
化
研
究
会
)
を
参
照
。

(
叫
)
音
楽
上
の
パ
ス
ト
ラ
ル
の
ト
ポ
ス
の
形
成
と
そ
の
オ
ペ
ラ
の
吸
収
の
過
程
に

つ
い
て
は
、
国
・
』
ロ
ロ
mubN.hHUSE『
む
な
~
匂
廷
に
N.SHNS、
bhRph忌
町
内
町
宮
内
向

さ
H
a
s
a
m
R
P
S
M
z
e
B
E
g
-
∞巾円ロ

E
a
V
E
R
Z
P
に
詳
し
く
論
証
さ
れ

て
い
る
。

(
お
)
先
に
挙
げ
た
「
エ
ウ
リ
デ
ィ

l
チ
エ
」
、
「
オ
ル
フ
ェ
オ
』
の
他
、
注
ロ
に
挙
げ

た
E
F
巾回目指山口
2
2
F由
主
回
一
回
目
ロ
骨

E
B
O
Z吋
ョ
(
一
六
七
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
)

に
も
こ
の
書
法
の
対
比
は
見
出
せ
る
。

(お
)

D
・
グ
ラ
ウ
ト
著
「
オ
ペ
ラ
史
』
第
回
章
参
照
(
服
部
幸
三
訳
、
音
楽
の
友
社
、

一
九
五
七
)
。

(
幻
)
代
表
的
な
も
の
と
し
て
J
・
カ

l
マ
ン
『
ド
ラ
マ
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
』
(
三
浦

淳
史
監
修
、
南
篠
竹
則
他
訳
、
音
楽
の
友
社
、
一
九
九
四
、
ち

-E吋
)
を
挙
げ
る
。

(
却
)
リ
フ
ァ
テ
l
ル
は
間
テ
キ
ス
ト
性
を
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
聞
に
生
じ
る
意
味

と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
時
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
相
互
に
対
し
て
間
テ
キ
ス
ト
と

な
る
。
一
方
の
間
テ
キ
ス
ト
が
歴
史
的
に
消
失
し
て
不
在
と
な
っ
た
場
合
、
不
在

の
間
テ
キ
ス
ト
と
の
聞
に
生
じ
る
意
味
を
ゼ
ロ
|
間
テ
キ
ス
ト
性
と
呼
ん
で
い

る
(
冨
-
E民
主
R
R
E
E
-
-呂
田
町

-
O
E
n白
二
口
宮
町
F
H
S
o
-
s
o

失
わ
れ
た
鋳
型
の
一
方
を
復
元
す
る
に
等
し
い
こ
の
営
為
に
つ
い
て
、
ス
リ
オ

も
「
パ
ロ
デ
ィ
を
通
じ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
透
か
し
見
る
」
二
重
の
読
み
の
楽
し
み

に
触
れ
て
お
り
(
円

ω。
R
S
F
で
R
S
N
h
e刊
誌
匂
吋
民
営
HH.4号
、
司
自
由
印

C
E〈巾吋印津田町巾田内
Hop-ω
ロ円
F
E
u
-
-
℃
-HHH0
・a句
白
吋
。
忌
ゆ
ョ
)
、
パ
フ
チ
ン
も
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
も
し
パ
ロ
デ
ィ
ー
が
露
骨
な
も
の
で
な
い
場
合
に
は

・
:
そ
の
他
者
の
言
葉
と
い
う
背
景
、
そ
の
第
二
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
知
ら
ず
に
そ

れ
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
概
し
て
、
き
わ
め
て
難
し
い
。
世
界
文
学
の
中
に
は
、

そ
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
的
性
格
に
つ
い
て
も
は
や
推
測
の
余
地
さ
え
な
い
諸
作
品
が
、

お
そ
ら
く
少
な
く
な
い
。
世
界
文
学
一
般
に
お
い
て
、
無
条
件
で
語
ら
れ
た
、
純

粋
に
一
つ
の
声
し
か
含
ま
な
い
言
葉
は
お
そ
ら
く
き
わ
め
て
少
な
い
。
」
(
『
小
説

の
言
葉
』
司
・
呂
町
)

現
代
の
、
し
か
も
オ
ペ
ラ
の
伝
統
の
外
に
あ
る
我
々
に
と
っ
て
、
パ
ス
ト
ラ
ル

オ
ペ
ラ
の
伝
統
的
な
作
法
は
、
歴
史
の
彼
方
に
消
失
し
た
不
在
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
未
知
の
テ
キ
ス
ト
に
等
し
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
喚
起
し
た

い
と
田
?
っ
。

(
却
)
パ
フ
チ
ン
『
ラ
プ
レ

1
論
』
℃
-
H

∞

(
却
)
開
・

ωoロユ白
FgE-wu-HHHC

(
況
)
の
-
n
F
2
1
は
パ
ス
ト
ラ
ル
に
お
い
て
は
「
芸
術
」
と
「
自
然
」
が
対
置
さ
れ
、
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伝
統
的
に
「
自
然
」
の
サ
イ
ド
は
新
し
い
モ
ラ
ル
を
表
象
し
、
同
時
代
の
書
法
に

対
し
て
相
対
的
に
「
軽
い
」
音
楽
的
な
書
法
が
採
用
さ
れ
る
と
い
う
。
本
稿
の
論

旨
を
も
っ
て
す
れ
ば
「
芸
術
」
の
サ
イ
ド
に
は
む
し
ろ
「
理
性
」
の
語
が
相
応
し

い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
見
解
は
注
目
に
値
す
る
(
同
2
p
h

弓町
H
t
C
さ
足

b
E
Sミ
ミ

♀

su。
会
・
∞

-rpwEUN・
aaEmZEo--)。

(
あ
か
さ
か
・
こ
ず
え

広
島
大
学
大
学
院
)
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